令和８年度　第２回成田市下水道事業運営審議会　会議概要

　
１．開催日時
令和８年７月２９日（水）午前１０時００分から午前１０時５５分まで　

２．開催場所
成田市花崎町７６０番地
成田市役所　議会棟３階　第３委員会室

３．出席者
(1)委員
加瀬林会長、吉澤副会長、椎名委員、沢田委員、澤田委員
(2)事務局
富澤土木部長、平山下水道課長、石橋主幹
大場主幹、宮本主査、松浪主査

４．議題
（1）下水道使用料改定案（素案）について

５．議事（要旨）　
(1) 下水道使用料改定案（素案）について
事務局から、令和７年度決算（案）と経営戦略との比較及び今後のスケジュールについて説明を行ったほか、下水道使用料改定案（素案）について説明を行った。

６．下水道使用料改定案（素案）についての質疑応答

【澤田委員】
①３ページ　表１．２　注記として、「消費税及び地方消費税の導入、税率改正を除く。」を書き記したほうがよい。
②５ページ　図２．２について、昭和４９年と昭和５５年の６年間を除くと、以後５年間隔で表を作成しているようだが、平成７年が抜けているように見える。作成ミスか確認をしてもらいたい。
③５ページ　図２．２について、管きょの整備時期について年次別にとりまとめているが、区画整理の表現に統一させるのであれば、「Ｓ５５年～」のうち、郷部地区は、成田第一特定土地区画整理区域、「Ｓ６３年～」の大袋地区、飯田町地区、飯仲地区は、公津東特定土地区画整理区域、「Ｈ７年～」のうち、寺台地区、東和田地区の一部は、東和田・寺台土地区画整理区域という表現になる。
④６ページ　表２．３の表の下の一行目、管きょ総延長の記述中、下水道使用料に関連する事項は、「汚水管延長　４０３，７３９ｍ」のみのため、アンダーラインを入れるなど目立たせた方が良い。

【事務局】
　①３ページの表１．２　下水道使用料の変遷について、「消費税及び地方消費税の導入、税率改正を除く。」を注釈として追記する。
②５ページの図２．２　下水道整備面積・管きょ延長の推移について、ご指摘の内容を確認の上、修正する。
[bookmark: _Hlk237417731]③５ページの図２．２　下水道整備面積・管きょ延長の推移について、ご指摘の内容を確認の上、修正する。
④６ページの表２．３　管きょ延長、老朽管延長、老朽化率について、汚水管と雨水管を区別して、汚水管に下線を追記するなどわかりやすくなるよう修正する。

【加瀬林会長】
　３ページの表１．２について、平成１２年度の直近の改定以降、企業会計を取り入れることにより、透明性を高めることができたとの表現の追加をしてもらいたい。

【事務局】
ご指摘のとおり、追記する。

【吉澤副会長】
①下水道使用料については、汚水が対象となるため、１４ページの表４．２及び図４．２の雨水分収支の表やグラフがあると混同してしまう。
②６ページの図２．４　写真について県では見たことがない工法であるが、どのようなものか。鉄筋コンクリートを丸めているようなイメージか。
③全体的な資料の流れについてはわかりやすくなったが、一般の方にはわかりづらいため、短くして説明するなど、よりわかりやすい工夫を。
④表のタイトルは上に表記でよいのだが、図のタイトルは下に表記するよう統一をしてもらいたい。
⑤１ページ、図１．１の右下の文字（凡例の箇所）が縮小されていて読むことができないため、改めて記載するなどの対応をしてもらいたい。

【事務局】
①１４ページのご指摘について、混同しないように修正する。
②通常の管きょの管更生と同じように外枠をつくり、写真では隙間があるように見えるが、交互に枠を組み、しっかりと塞いでから、埋設のボックスとの間に充填剤を入れていく作業になる。写真については、わかりやすいものに差し替えを検討する。
③素案の修正と併せ、一般の方向けの広報については、今後工夫していく。
④表や図のタイトルを記載する位置について、統一する。
⑤１ページの図１．１　既整備区域図の凡例について、凡例を拡大し、見やすくなるよう修正する。


【沢田委員】
１０ページ　表３．３の令和１０年度の当年度純利益について、この年度だけ３，５００万円の黒字となっている理由は。

【事務局】
毎年度、多少の増減をしながらゼロ付近で増減している。黒字の年においても、基準外繰入金で収支を補っている状態である。

【吉澤副会長】
１４ページ　これまで経営戦略で１０年の期間で進めてきた中で、決算等を反映した上での改定率の検証で突然算定期間を５年間としているが、この理由は。対外的にもわかりやすいように説明を工夫してほしい。

【事務局】
経営戦略では、計画期間を１０年間としていることより、使用料改定についても１０年間で進めてきたが、物価高騰や令和７年度決算を踏まえ再度検討したところ、期間が短縮されたため見直しを行った。また、日本下水道協会による「下水道使用料改定の基本的な考え方について」の中で、使用料算定期間を３～５年としており、これに合わせとりまとめを行った。表現については、改めて検討する。

【吉澤副会長】
　１０ページ表３．４について　他会計負担金と記載があるが、基準外繰入金と表記すべきでは。

【事務局】
他会計負担金及び基準外繰入金の言い回しについて、精査する。

【澤田委員】
　下水道事業を安定的に運営していくためには、２４.５％の改定率もやむを得ないと考えるため、１８ページのとおりケース１の一律２４.５％改定案には賛成する。その上で、物価高が続く中で、利用者の負担が大きく増えることも踏まえ、答申後に改定率が変更となった場合などは、汚水分について一般会計からの繰入金を検討してもらいたい。

【事務局】
利用者の負担が大きく増えることは認識している。内部検討の上、付帯意見として答申案に反映できるよう、調整していきたい。

【事務局】
次回の審議会については、本日、ご審議いただいた使用料改定案を正式に諮問することとしてよろしいか。なお、本日のご意見を反映し、修正した内容と考えている。

【加瀬林会長】
事務局提案のとおり、次回は諮問することとしてよいか。
（異議なし）
それでは、事務局提案のとおりとする。

７．傍聴
傍聴者　　　　０人

８．次回開催日時
令和８年１０月頃の開催を予定

以上
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